
宇城市三角町三角浦に所在する『浜ん小浦天草一号橋店』に【天草の風～天草灯
台物語～】というタイトルで、熊本海上保安部が管理している航路標識のイラスト６
点が展示してありましたので紹介します。
関係者に尋ねたところ、約２０年以上前の旧店名【天草の風】の頃から飾ってあり、

作者は不明（ご存じの方はご一報を）とのことでした。
皆さんも是非一度店に訪れてみて下さい。
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愛します！守ります！日本の海
海の事件・事故は １１８番
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浜ん小浦天草一号橋店に展示されている様子
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自然災害時に海保ができること

本年は、元旦に能登半島地震が発生し、また、翌2日には、羽田空港においてJAL旅客機と海上保

安庁の航空機が接触する事故が発生するなど、大変残念な出来事が続く新年となりました。亡くなら

れた方のご冥福と被災された方々に対し心からお見舞い申し上げます。

1月2日の事故における海上保安庁の航空機は、能登半島への支援物資を輸送するため、新潟空港

に向かう予定でした。海上保安庁では、自然災害が発生した場合、海上か陸上かを問わず、被災した

自治体と調整し、警察、消防、自衛隊等の機動力を有する機関と連携し、支援活動に取り組みます。

熊本の例では、平成28年4月に発生した熊本地震におい

て、熊本港、三角港、八代港に大型の巡視船を入港させ、

給水、給食、入浴支援などを行うとともに、航空機を使用し、

支援物資の輸送や孤立者・負傷者の搬送を行いました。

災害による被害で道路や鉄道が使用できない場合に、船

や航空機による支援活動は大変効果があります。また、令

和2年7月の熊本豪雨の際には、被災地域は主に内陸部で

したが、ヘリコプターと機動救難士により孤立者の救助に

従事しました。海上保安庁は、日頃から、海難が発生した

場合にはヘリコプターにより漁船などの小型船から負傷者を吊り上げ救助をしており、その技術と装備

は災害時にも応用することができます。

近年は、毎年、何らかの自然災害が発生するようになってきています。熊本においても、梅雨期の線

状降水帯の発生による豪雨、大型化する台風、活断層に起因する地震・津波、阿蘇・島原における噴

火、など、身近なリスクが存在しています。そのような自然災害に備え・迅速に対応するため、熊本海

上保安部、八代海上保安署、天草海上保安署は、各自治体と連携し、内陸部での災害対応も含め、

実践に即した訓練を繰り返し行っています。また、電力が途絶えた場合に備え、九州電力送配電株式

会社と連携し、離島などにおける電力復旧を迅速に行うため、巡視艇による資機材・人員の輸送訓練

も実施しています。

私は10年ほど前、外務省に出向しトルコで3年間勤務していました。トルコは日本と同じく地震国で数

年ごとに大きな地震が発生します。トルコの緊急援助隊の隊長は、日本において、トルコで多くの犠牲

者が発生するような規模の地震が発生しても、被害がほとんど出ないことに大変驚いていました。能

登半島地震では、残念ながら230名以上（令和6年1月31時点）の方々が亡くなっていますが、昨年2月

にトルコ南東部で発生したM7.8の地震（能登半島地震はM7.6）では、5万人以上の方々が亡くなったと

報じられています。

我が国もまだまだ防災対策や防災教育など改善していく必要がありますが、これまでの取組が、他

国から評価されていることについては自信をもって良いと思います。熊本海上保安部としても、自然災

害への備え・対応について、地道に継続し、熊本の皆さんの安全安心のため最善を尽くしていく所存

です。

熊本海上保安部長 小野 純

H28年熊本地震（海保ヘリによる救助活動）
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灯台記念日表彰

《海上保安庁長官表彰》 西本 髙春 氏 《第十管区海上保安本部長表彰》 江口 正敏 氏

なお、熊本海上保安部長賞及び（公財）海上保安協会熊本県支部長賞は、（公財）海上保安協会熊本県支

部から副賞を贈呈しています。
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航路標識の灯火監視協力者として、多年にわたり海上交通の安全に貢献された

方に対して、灯台記念日にあたり感謝状の伝達を行いました。

海洋環境図画表彰

第２４回未来に残そう青い海・海上保安庁図画コンクールにおいて、優秀な成績を

収めた次の方々が表彰されました。

《第十管区海上保安本部優秀賞》
内門 之力 さん（小５）

《（公財）海上保安協会熊本県支部長賞》

上原 ここみ さん（中２）
《熊本海上保安部長賞》
志水 百合菜 さん（中１）

《熊本海上保安部長賞》
伊藤 良汰 さん（小５）

《熊本海上保安部長賞》
田中 稜也 さん（小３）
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海上保安協力員連絡会議
令和5年12月14日、令和５年度海上保安協力員連

絡会議を開催し、各部署の現状説明や意見交換

を行い、一層の連携強化を図りました。

三角港テロ対策合同訓練
令和6年2月14日、三角港港湾危機管理コアメンバー（９機関）による、令和５年度三角港テロ対策合同訓練を

行い、事案対処能力の向上及び関係機関の連携の強化を図りました。

熊本県水難救済会救難所水難訓練
令和5年10月18日に有明救難所が、令和5年11月12

日に三角救難所が「水難訓練」を実施し、熊本海上

保安部も参加しました。
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海上保安業務

熊本県総合防災訓練
令和5年10月21日、県内各市町村等関係機関76

団体による、南海トラフ地震発生を想定した訓練

に参加しました。

海上保安協会総会
令和5年6月1日、平成30年以来5年振りの海上保安協

会熊本県支部総会が開催され、当部小野部長が海上

保安情勢の講演を行いました。
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熊本県排出油等防除協議会合同訓練
令和5年11月7日八代港において、熊本海上保安部、

八代海上保安署、鹿児島航空基地を含む、同協議会

員計12機関による合同訓練を実施しました。

九州電力送配電社との連携訓練
令和6年2月9日に、天草市御所浦島で大規模停電が

発生したとの想定で、九州電力送配電熊本支社と当

部で、復旧資機材の搭載等連携訓練を実施しました。

海難防止講習会（上天草）
令和5年11月12日にミオ・カミーノ天草（上天草市松

島町）で開催された「釣りフェスティバル」に併せ、海

難防止講習会を実施しました。

年末年始安全総点検
令和5年12月11日熊本港において、旅客フェリー

「オーシャンアロー」に乗船のうえ、熊本運輸支局と

合同で安全総点検を実施しました。
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職場体験学習
令和5年9月5日に宇城市三角中学校、9月29日に宇城市

豊川小学校、10月26日に美里町中央小学校の生徒に対

して、職場体験学習及び社会科見学を実施しました。

湯島灯台見学ツアー
令和5年12月2日に海上保安友の会会員（熊本支

部）を招待し、湯島灯台見学ツアーを実施しました。
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各種イベント

２０２３みなと八代フェスティバル
令和5年10月29日、八代港旅客船専用岸壁（くまモンポート八代）で開催され、鹿児島海上保安部所属の

最新鋭巡視船あさなぎ一般公開や鹿児島航空基地ヘリコプター及び巡視艇なつかぜによる吊り上げ救助

訓練などを実施し、約2,500名の見学客が訪れました。
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巡視船あさなぎ一般公開

ヘリコプター格納庫

吊上げ救助訓練

一日船長任命式
（ローカルタレントまさやん）

くまもとの灯台写真展（灯台記念日関連行事）

令和5年11月1日～11月8日まで、三角港海のピラミッドにて「くまもとの灯台写真展」を開催し、熊本管内の灯台

写真、灯器や灯台模型の展示等を実施しました。



海上保安庁
採 用

第５８号（令和６年３月）「熊本日日新聞掲載記事 令和５年１１月５日付」
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リクルート活動

海上保安庁
採 用

急激な少子化で人材の確保が喫緊の課題となっていることから、熊本海上保安部では管内の大
学、高校、専門学校の学生などをターゲットに、様々な人材確保策に取り組んでいます。

現在、海上保安官の出身高校（熊本県内）ベスト５は次のとおり
１位・・・４０人【熊本西高校】
２位・・・１２人【第二高校】
３位・・・１０人【熊本工業高校、宇土高校】（２校）
４位・・・ ９人【濟々黌高校、国府高校、文徳高校】（３校）
５位・・・ ８人【東稜高校、熊本商業高校、熊本マリスト学園、熊本星翔高校、鹿本高校】（５校）

この【熊本海保たより】を愛読されている皆様の中で、ご家族やご親戚、お知り合いで、海上保安
官に興味をお持ちの方がおられましたら、『熊本海上保安部管理課 ℡0964-52-3103』 まで、ご連
絡お待ちしております。

2/22(木)～3/25(月) 5/26(日)

2024

2/22(木)～3/11(月) 5/12(日)

7/16(火)～7/25(木) 9/22(日)

8/22(木)～9/4(水) 10/26(土)、27(日)
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